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９
日

月
尽
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四
緑

㈲
成
人
の

弓
齟`
西
宵
本
え
囃

鞣
冶
こ
き

対
牡
に

１
０

日
火

つ
ち

り
え
っ
五

黄
十学
随
一
び業
見

一
〇

番
の
日
、

初
金
毘
羅
、

１
１

日
水

っ
ち

？
こ
ハ
白

初
巳

、
鏡

開
き

、
蔵

開
き

、
己
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１
２

日
木

お
え

う
Ｉ

七
赤

大
っ
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、

三
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亡

１
３

日
金

お
谷
っ
じ

八
白

不
成
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日

Ｈ
日
い
エ

言
１
九
紫

缸
鮃
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、

新
月
を
指
す

一
　
　

八
日

小
寒

の
節

觜
宿
　
不
能
九
突
臂
月り
）

７
　
　
　
　
　
　
　
暗
剣
殺
南
の
方

旧
暦

六
輝

中
段

艾
宿

下
段

日
出

入
月
出
入

０
８

７
１

十
先
負
あ
や
ぶ

昴
万
よ
し

６
．５
６．３
２
．３
１．２

１
１

満
潮

０． １８

１１ ．５ａ

１
９

６
３
７

十
一

佛
滅

な
る

畢
大
今
う

６
．５
６．３
３
．０
２．２
２
．
２

１
１

１
０

９
５
３

十
二

大
安

お
さ

ん
觜

神
よ

し
６．
５

６
．４
３．
３

３
．２
３．
４

１
１

十
三

赤
口

ｙ
才

参
月
ご
く

６
．
５
１

６
．
４
１１

１
７

２
６

屯
４

１
１
１

十
四

先
勝

ご
、
．
つ

井
ぢ
う
日

６
．５
６．４
５
．
０

１
１

十
五

友
引

ミ
つ

鬼
瓦

ツ
ゴ

１
３
５

十
六

先
負

た
っ

柳
十

し
６．５
６
．４
６．４

１
１

十
七

佛
誠

心
で

星
天
お
ん

６
．
５
１

６
．
４
４１

４． ２６

７． １１　 ６． ２１　 ５． ２６

５． ５８　 ５． ２９　 ５． ００

１６ ．３６　 １６．０２　 １５ ．２４　 １４ ．３９　 １３．４５　 １２ ．４６

３
５

５
８

４
５

２
０

７
７

６
７

１
　
　
　
１

１
５

２
２
２

十
八

大
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ふ
　

っ
張

天
お
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６．
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６
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８．
４

８
．３
６．
５

１
１

旧

二
四

十
二

月
大

正
月
小

回
Ｊ
　
冠
婚
葬
祭
と
は

、
わ

が
国
古

５
．４
９．３

来
よ
り
の

礼
法
で
、

加
冠
、
婚

１
礼
、
葬
礼
、

祭
祀

の
四

つ
を
略

７
．
０
０

０
．
１
９

し
て

い
っ

た
も

の
で

あ
る
。
暦

２
に
即
し

た
も

の
を

中
心

に
し
て
、

１
３

０
４

そ
う

で
な

い
一

般
的

な
も

の
は

８
割

適
宜

に
配

置
し
た
。
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１
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０
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十
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た
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ら
翼

天
お
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６
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９．４
９
．０
７．
２
凵

１
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【
冠

】
こ

れ
は

、
加

冠
（
戴
冠
）

の
儀
と
い

う
男
子
の

元
服
を
代

表
に

し
た

も
の
で
、

人
間
が
成

長
し

、
人

格
が

形
成

さ
れ

て
い

く
段

階
に

お
い

て
行
う
、

数
々

の
儀

式
の

総
称

で
あ
る
。

一
月

の
冠

儀
は
「
成

人
式
」

（
一

月
第
二
月
曜
日
）
に

極
ま
る
。

こ
れ
は
、

法
的
に
新
し
く
社
会

の
一

員
に

加
わ

る
満

二
十

歳
に

な
っ

た
青

年
男
女
が

、
自

覚
し

て
め

で
た

く
巣

立
つ

こ
と

を
祝

３
９

福
す
る
日
と
し
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十
佛
誠
心

つ
觜

十
し
６
．
４
２

７
．
０
７

２
．
１
６

２
．２
０
ヅ

上
弦
＝
上

弦
の

月
を
指
す
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【
婚

】
婚
姻
、

婚
社
は
、

季
節

に
ほ

と
ん

ど
関

係
が

な
く

、
寒

中
で
あ
れ
暑
中
で
あ
れ
、

日
柄

さ
え

よ
け

れ
ば

挙
式

す
る

な
ら

わ
し

で
あ
る
が
、
農
家
で
は
比

る
こ

と
が
多
い
。

【
葬

】
生

者
必
滅
、

た
と
え
王

者
と

い
え

ど
も

こ
れ

を
避

け
う

る
者

は
な
く
、

そ
し

て
そ

の
命

尽
き

る
と
き
、

季
節

を
問

う
も

の
で

な
い

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
で

あ
る

。
従

っ
て

葬
儀

そ
の

も
の

は
、

一
月

に
大

き
な

関
係

は
な

い
が

、
こ

の
月

七
日

ま
で

の
い

わ
ゆ

る
「

松
の

内
」

は
仏

式
で

は
葬

儀
を

差
し

控
え

る
な

ら
わ

し
で

あ
る
。

【
祭

一
層
と
は
切
っ

て
も
切
れ

な
い

の
が

祭
祀

、
遣

い
祖

先
か

ら
伝
わ
っ

た
「

お
祭
り
」

の
年

中
行
事
で

あ
る
。

年
の

初
め

の
「

元
日
」
。

一
年

間
の

出
発

点
と

し
て

、
数

々
の

風
習

が
伝

承
さ

れ
て

い
ま
す
。

初
詣

、
年

始
回
り
、

門
松

、
鏡

餅
、

若
水

、
屠
蘇
、

雑
煮

、
お

せ
ち

料
理

…
…
等
、

地
方

に
よ

り
家

庭
に

よ
り

、
多
少
の

差
異

は
あ

る
が

、
ほ

と
ん

ど
の

人
が

こ
の

日
を

祝
う
。

三
日

ま
で
を
「

三
が
日
」

と
い

い
、

そ
の

間
の

二
日

は
初
荷
、

初
夢

、
書
初
め

、
仕

事
始

め
…

な
ど

縁
起

を
猊
う
。

七
日

は
「

七
日

正
月

」
と
い

い
、

十
五

日
は

「
小

正
月

」
と

３
６

草
が
ゆ
」

に
つ

い
て
は
、

冬
期

１
８

の
ビ

タ
ミ

ン
補

給
だ

と
す
る
合

る
祭

事
を

行
う
が
、

七
日

の
「
七

一
９．４８
理
的
解
釈
も
あ
る
。

１

二
五

○
一

月
の

行
事

１５．５１７． ０８
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ｌ

へ
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Ｉ
－
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Ｉ
丶

七
日

は
「

七
日

正
月

」
と
い

い
、

十
五

日
は

「
小

正
月

」
と

し
て

、
そ
れ
ぞ
れ
の

習
慣
に
よ


